
令和８年度 　全国学力・学習状況調査結果(６年生）４月実施
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　２教科とも正答率が全国値を下回った。
　国語は，「知識・技能」「思考・判断・表現」のどちらにも課題が見られ，全国平均正答率を５ポイント以上下回った問題が１４問中
５問あった。「目的や意図に応じて，集めた材料を分類したり関係づけたりして，伝え合う内容を検討する（思考・判断・表現）」「主
語と述語との関係を捉える（知識・技能）」「登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉える（思考・判断・表現）」と
いった内容であった。「目的に応じて情報を整理する」ことや，「描写を基に登場人物の相互関係や心情などを捉える」ことに課題があ
ることから，多面的・多角的な見方，考え方を培う授業改善が必要である。
　「物語を読んで，心に残ったところとその理由を書く」は，全国平均を１４ポイント上回っていた。登場人物の行動や会話から物語の
全体像を想像したり，人物像と叙述などの表現を結び付けたりする力が身についていると言えそうである。
  算数は，「思考・判断・表現」に課題が見られた。算数も全国平均正答率を５ポイント以上下回った問題が１４問中５問あった。「３
５０×２＝７００であることを基に，３５０×１６の積を求める」「直径２２cmのボールがぴったり入る箱の体積を求める」「五角柱の
面の数を書き，そのわけを底面と側面に着目して書く」「５４０÷０．６を計算する」「3分間で１８０ｍ歩くことを基に，１８００ｍ歩
くのにかかる時間を求める」である。小数の乗法及び除法の意味，図形の性質，数の大きさの理解が不十分であることが分かる。問題と
図や式を結び付けたり，具体物を使い形や量感をつかませたりするなど，児童が意味や性質を理解できる授業改善が必要である。
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国語は全国平均値を上回った。問題の正答率でもほぼ全てが全国平均値を上回った。特に「文章を読んで考えたことを、自

分の経験と結びつけてまとめを書く」ことは10ポイント以上上回った。文章の大体を読み取ったり、自分の考えと結びつけ

て文章を書いたりする力が定着していると言えそうである。しかし、説明文においては、全国平均値を下回った問題や同等の

問題があった。「文章全体の構成や展開」「考えとそれを支える理由や事例」「目的に応じた情報」を選択する内容である。

文章の構成の仕方や、段落同士のつながりの理解が不十分である

算数は全国平均値を下回った。正答率で全国平均値を１０ポイント以上下回った問題は５つで、「直方体を構成している面

についての理解」「体積の意味」「概数の表し方」「単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味」を問われるものであっ

た。他の問題に関しても基礎的な内容を正しく理解しているかを問う問題が多かった。この結果から、算数に関しては知識理

解の定着が不十分であると言える。
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